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序

昭和45年11月スモン調査研究協議 会 研 究 報 告書第 1集を発刊してから約半カ年， 臨床， 病

原， 病理の各班の研究報告書を相次いで刊行するに至ったことは， 会の世話役として大変喜ば

しいことである．

さて昭和45年度は「スモンの病因と治療に関する特別研究」に対し， 厚生科学特 別 研 究費

5,000万円が認められ， 引続きその研究が調査研究協議会に委託された．

調査研究協議会の研究方針は， 原因不明疾患の研究の常道によって multidisciplinary の

原則に従い， 可能な限り， また考え得る限り各方面から， それぞれの専門家の手によって， ア

プロ ー チを試みたわけである．

従って研究班員の数も，昭和44年度の分に対し，23名が新たに追加され， 総計64名となった．

これら研究班員各位の問題解決に対する熱意と努力の結果として， スモンの病因究明に対す

る多くの有力な手掛りが， 昭和45年度の研究から生れてきた． 乙の網にかかった最も大きな魚

はキノホノレムであるといえよう． とくに調査研究協議会の研究成果に基づいて， 昭和45年9月

8日キノホノレム発売中止の処置が， 政府によって行われてからスモン患者の発生が激減をみた

ととは特筆しなくてはならない．

もとより現時点においてはキノホルムを原因と断定するのは時期尚早ではあるが， スモン発

症に対する影響はもはや何人も否定できないと思われる． しかしなおウイルス， マイコプラズ

マ， 腸内細菌などの微生物因子や， 農薬の影響などにも考慮を払いつつ研究を推進しなくては

ならない．

病因研究の華々しさに対比して， 治療研究の成果が少ないのは遺憾であるが， 事の性質上，

止むを得ない面がある． しかし， 少しづつではあるが， 地道な努力が治療やレハビリテ ー ショ

ンの改善に払われ， 成果が現われつつある．

乙乙に昭和44年 9 月 2 日スモン調査研究協議会発足以来， 昭和45年度までの臨床， 病原， 病

理研究成果のあゆみを今回の第 2, 3, 4集にまとめ世に送る次第である．

昭和46年3月

スモン調査研究協議会

会 長 甲 里子 ネし 作



発 刊 に あ た Jつ て

j昭和44年9月， 岡山？でスモン調査研究協議会が発足iした｜察，J年長の故か，h わたえ：.じが本会の

監事lζ推挙守れでこのかた， 幹事会停は毎回お招きをうけて列席し，J4！克を述吠る機会告も与

えられている． 昭和45年3月19～20日の本会総会で， 初年度にあげた各種の業績がまとめ支報

告・討議され， その成果が各方面から認められるにωたり， 昭和45年度もヌモM調査研究の続

行が本会に委託された． かくて， 幹事会では昭和44年度における各班の研究報告書の刊行を議

決した． しかるに， 諸般の事情もあって， その第 1 集 疫学班研究報告がようやく昭和45年11

月K，懇刊されるはこびとなったのである．

臨床班では， 昭和45年11月14日の班会議において， 豊倉康夫班長から研究報告書刊有の方針

のあらましを示し， 班員各位の協力を要請した． さらに， 本年1月1？日の幹事会に於て各班と

も早急にその実現に励むべく約束した． 会が終った後で，ー ：豊倉班長と平木潔幹事， それにわた

くしもまじえて協議の結果， 編集に関してはすべてわたくしに一任すプるとの議がまとまり， 身

の不敏をも顧みeず， お引受けする乙とhなった．

かぐレで， 短期間での達成を目ざし， 1月13日，J臨床班員各位に編集企画をお伝えし， それ

に必要な資料を所定期日までにわたくしの手許にお届けいただくようにとお願いした． 時あた

かも第18回日本医学会総会およびその分科会の開催を目前に控え， 班員各位どなたも御多忙を

極めておらねたであろうとお察し申し上げる．

それにもかhわらず， さいねい， その規約がよく守られ， 乙与に企画した通りの研究報告書

を発刊し得る乙とは編集にたずさわったものとしてまことに欣 t快にたえない． これと）： ＇とえに臨

床班員各位の絶大な御協力の賜と存じ， 深甚の敬意と万腔の謝意を捧げている． 甲野会長なら

びに豊倉班長のおすミめに従いj本研究報告書の発刊lζあたって編集の経緯をしたためた次第

である．

昭 和 46年 3 月

編集者 楠 井

ーム IV －ー
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